
第
4
問

点
・
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
配
点

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
聞
い
〈
問
1
1
6
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
で
返
り

50 

_A 

醇｜ケ

雷｜呼

霊I~
於

百

里

之

外1-

者

割lク

夢Iii
づfト

望｜久

江

キ

八

ま

と

フ

ガ

ヲ

テ

河
於
千
里
之
間
一
者
、
如
レ
畿
レ
帯
、
以
ニ
其

相｜ヒ

去｜ル

之

品
イ
也
。
故
庖
一
一
一
子
干
載
之
下
一
而
合
計
之
子
川
干
載

之
上
ペ
以
ニ
相
去
之

遠
一
市

不
レ
知
レ
有
二
其

チ

変
一
則

シi首ホ

（注
3）

ミ

テ

二

ム

ル

ガ

ヲ

刻
レ
舟
求
c
剣
。
ム
フ

ム

ル

ザ

ル

モ

之
所
レ
求
、
非
ニ
往
者
所
c
失
、
市

お
も
ヘ
リ

田
円
：

＝＝ロ下

宜〈

ミ

シ

八

リ

二

レ

刻
在
レ
此
、
是

B
・

よ

リ

テ

お

ツ

ル

ト

－

所
ニ
従
墜
一
也
ニ
旦

不
レ

或 Eレ
IC川子

乎｜ゃ

(3601-74) - 74-



蓋芸
正主主孟者B

...6.... 
ーフ

夫レ

江

p 

蓄は

世

之

伊ノ
称2

名

者巨

大呼
罷足

時

之

所

需工（2)

舟

..6... 
:z:s:: 

也

部k
iC 

盟

開
。
中
一
塁
非
一
一
一
吉

ムフ

(3601-75) 

之
所
レ
湊
、
実
為
一
天
下
之
大

地
之
為
名
、
一
一
訪
之
於
古
、
未
之

相

去

自

還

、

師

事

物

之

変

亦

花

荘一一平
J

盟〈

一

や

開

；

ル

お

ケ

ル

モ

ニ

閤
一
部
。
蕎
知
、
後
之
於
レ
今
、
世
之
椙
去

仔）

愈；
遠
、
事
之
椙

可ヵ
レフ

~田
？寺

亦タ

辻普ホ
...6.... 
ーフ

変
愈
多
、
求
ニ
盟
〈

ヲ

ス

ル

カ

ン

ト

ル

コ

ト

所
F

欲
レ
闇
市
不
レ

之
於
二
岳
協
。



（注）

五一〕2 3 4 

ル
こ
れ
市
怪
6

）

窃
有
レ
感
レ
薦
。
『
遺
間
』
之

よ

リ

テ

ル

書
、
所
こ
由
作
一
由
。

（
新
井
白
石
『
白
石
先
生
遺
文
」
に
よ
る
）

雷
雲

l
l雷
鳴
。

鼓
レ
盆
1
1
1
盆
は
酒
な
ど
を
入
れ
る
容
器
。
そ
れ
を
太
鼓
の
よ
う
に
叩
く
こ
と
。

刻
レ
舟
求
レ
剣

l
l船
で
川
を
渡
る
途
中
、
水
中
に
剣
を
落
と
し
た
人
が
、
す
ぐ

船
べ
り
に
傷
を
つ
け
、
船
が
停
泊
し
て
か
ら
そ
れ
を
自
印
に
剣
を
探
し
た
故
事
。

大口巴
l
i
E
大
き
な
都
市
。

5

冠
蓋

i
l
身
分
の
高
い
人
。

6 

「
遺
闇
」

l
i
筆
者
の
著
書
『
江
関
遺
間
』
を
指
す
。

(3601-76) - 76 -



〈
下
書
き
吊
紙
）

国
語
の
試
験
間
題
は
次
に
続
く
。

(3601-77) - 77-



波
線
部
開
「
蓋
」
、
同
「
＆
艇
と
の
こ
こ
で
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の

？
＠
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
っ
す
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は
囚
回
。

開

（
花
ぺ

i
ジ）

（ア）

田喜
（
花
ぺ

i
ジ）

凶
川

回室
＠＠＠＠① ＠④＠ φ① 

な
ん
ぞ

は
た
し
て

ま
さ
に

す
な
は
ち

け
だ
し

し
ば
し
ば

い
よ
い
よ

か
へ
っ
て

は
な
は
だ

す
こ
ぶ
る

(3601ー78)- 78-



傍
線
部
川
「
千
載
之
上
」
＠
間
「
舟
車
之
所
レ
湊
」
の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
ー
次
の
各
群
の

0
1
φ
の
う
ち
か
ら
%
そ
れ
ぞ
れ
一
っ
す
っ
選
べ
。
解
答
番
号

は
回
因
。

関
2 

（
刊
ぺ

i
ジ）

R @ ＠φの

千

載

回；

高
い
地
位

遠
い
過
去

重
た
い
積
み
荷

多
く
の
書
籍

同
ゆ
る
か
な
未
来

(3601 79) 



(2) ~ 
ハ：

ジ
舟

車

之

回2
＠＠＠＠① 

軍
勢
が
集
ま
る
拠
点

荷
物
を
積
み
お
ろ
し
す
る
港

水
陸
の
交
通
の
要
衝

事
故
が
多
い
交
通
の
難
所

船
頭
や
車
夫
の
居
住
区

(3601-80) -80-



刊
ぺ

l
ジ
の
傍
線
部
A
「
聴
一
一
雷
霊
於
吉
里
之
外
一
番
丸
山
知
レ
鼓
レ
盆
ー
望
一
一
江
河
於
千

里
之
間
一
者
ー
如
レ
畿
レ
帯
、
以
一
一
其
椙
去
之
遠
一
也
」
と
あ
る
が
九
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
ー
次
の

0
1
0
の
う
ち
か
～
b

一
つ
選
べ
。
解

答
番
号
は
因
。

罪事
3 。φ ＠ 。＠ 

聴
覚
と
視
覚
と
は
別
の
感
覚
な
の
で
、
呂
田
宿
題
」
は
「
吉
皇
」
離
れ
る
と
小
さ
く
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
が
ー
「
江
、
滞
」
は
「
千
里
」
離
れ
な
い
と
そ
う
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

「
苗
里
」
や
「
千
里
」
眠
、
と
も
遠
く
か
ら
見
聞
き
し
て
い
る
た
め
に
九
呂
田
窪
」
や
「
江
河
」
の

よ
う
に
本
来
拡
大
き
な
も
の
も
～
小
さ
く
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。

「
富
里
」
離
れ
て
い
る
か
「
千
里
」
離
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
ー
「
雷
建
」
や
・
「
江
河
」
を
ど
の

く
ら
い
小
さ
く
感
じ
る
か
の
程
震
が
遣
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
。

「
苗
里
」
や
「
千
里
」
く
ら
い
遠
い
一
併
に
い
る
お
か
げ
で
九
呂
田
窪
」
や
「
江
、
河
」
の
よ
う
に
危

険
な
も
の
も
ー
小
さ
く
感
じ
ら
れ
て
姉
く
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。

空
の
高
さ
と
陸
の
広
さ
と
拡
違
う
の
で
ー
呂
田
田
空
同
地
「
百
里
」
離
れ
る
と
か
す
か
に
し
か

聞
こ
え
な
い
、
が
九
「
江
河
」
同
協
「
千
里
」
で
も
ま
だ
少
し
は
見
え
る
と
い
う
こ
と
。

(3601-81) - 81 -



開
ヰ

九
ペ
ー
ジ
の
傍
線
部
門
由
己
豆
不
レ
惑
乎
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
理
由
は

何
か
。
「
刻
レ
舟
求
レ
剣
」
の
故
事
に
即
し
た
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①

j

＠
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
o

解
答
番
号
は
因
。

① ＠ ＠ ＠ ＠ 

さ

剣
は
水
中
で
ど
ん
ど
ん
錆
び
て
い
く
の
に
、
落
と
し
た
時
の
ま
ま
の
剣
を
見
つ
け
出
せ

る
と
決
め
て
か
か
っ
て
い
る
か
ら
。

船
が
ど
れ
く
ら
い
の
距
離
を
移
動
し
た
か
を
調
べ
も
せ
す
に
、
目
印
を
頼
り
に
剣
を
探

し
出
せ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
か
ら
。

大
切
な
の
は
剣
を
見
つ
け
る
こ
と
な
の
に
、
目
印
の
つ
け
方
が
正
し
い
か
ど
う
か
ば
か

り
を
議
論
し
て
い
る
か
ら
。

目
印
に
す
っ
か
り
安
心
し
て
、
船
が
ム
フ
停
泊
し
て
い
る
場
所
と
、
剣
を
落
と
し
た
場
所

と
の
違
い
に
気
づ
い
て
い
な
い
か
ら
。

船
が
動
い
て
場
所
が
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
新
し
い
目
印
を
つ
け
る
べ
き
な
の

に
、
怠
け
て
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
か
ら
。

(3601 82) 



（
下
書
き
用
紙
〉

冨
語
の
試
験
関
題
は
次
に
続
く
。

(3601 83) -83-



間
5 

百
ペ
ー
ジ
の
傍
線
部
C
「
其
地
之
為
名
、
訪
之
於
古
、
未
之
聞
」
の
返
り
点
の
付
け

方
と
書
き
下
し
文
と
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①

j

＠
の
う
ち
か
ら

一つ選べ
o

解
答
番
号
は
因
。

① 

其
地
之
為
レ
名
、
訪
レ
之
於
レ
古
、
未
一
一
之
間
一

ゅ

冥
の
地
の
名
を
為
す
に
、
之
を
訪
ぬ
る
に
古
に
於
い
て
す
る
は
、
未
だ
之
く
を
聞
か

す、

＠ 

置
〈
地
之
為
レ
名
、
訪
一
一
之
於
古
↓
未
一
一
之
聞
一

其
の
地
の
名
為
る
、
之
を
古
に
訪
ぬ
る
も
、
未
だ
之
を
聞
か
す

＠
其
地
之
為
レ
名
、
訪
一
一
之
於
F

古
、
未
レ
之
聞

其
の
地
の
名
を
為
す
に
、
之
き
て
古
に
於
い
て
訪
ぬ
る
も
、
未
だ
之
か
ざ
る
を
間
く

(3601 84) - 84-



。
其
地
之
為
レ
名
、
訪
一
一
之
於
p

古
、
来
一
一
之
閤
一

宜
〈
の
地
の
名
の
為
に
%
之
き
て
古
に
於
い
て
訪
ぬ
る
も
九
未
だ
之
を
聞
か
す

φ

盟
〈
地
之
為
レ
名
、
訪
ニ
之
於
古
↓
来
レ
之
関

其
の
地
の
名
為
る
ー
之
を
古
に
訪
ぬ
る
も
ー
末
、
だ
之
か
ざ
る
を
毘
く

(3601 85) -85-



開
6 

花
ぺ

i
ジ
の
傍
線
部
門
叫
「
『
遺
間
』
之
書
、
所
二
由
作
一
也
」
と
あ
る
が
、
『
江
関
遺
間
』
が
書
か

れ
た
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①

j

＠
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番

号

は

因

。

① ＠ ＠ 

江
戸
は
大
都
市
だ
が
、
昔
か
ら
繁
栄
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
様
に
、
未
来
の
江

戸
も
今
と
は
全
く
違
っ
た
姿
に
な
っ
て
い
る
は
す
な
の
で
、
後
世
の
人
が
そ
う
し
た
違
い

を
越
え
て
、
事
実
を
理
解
す
る
た
め
の
手
助
け
を
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
。

江
戸
は
政
治
的
・
経
済
的
な
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
発
展
を
続
け
る
保
証
は

な
い
し
、
逆
に
さ
び
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
さ
え
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
変
化
に
備
え

て
、
今
の
江
戸
が
ど
れ
ほ
ど
繁
栄
し
て
い
る
か
を
記
録
に
残
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
。

江
戸
は
経
済
面
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
に
も
重
要
な
都
市
と
な
っ
た
が
、
か
つ
て
は
そ

う
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
江
戸
の
今
と
昔
と
を
対
比
す
る
こ
と
で
、
江
戸
が
大
都
市
へ
と

発
展
し
て
き
た
過
程
を
よ
り
は
っ
き
り
示
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
。

(36日1-86)-86-



。。
江
戸
は
大
都
市
の
う
え
に
変
化
、
が
激
し
く
～
古
い
情
報
し
か
持
た
す
に
遠
方
か
ら
や
っ

て
き
た
人
は
%
行
き
た
い
場
所
在
見
つ
け
る
に
も
苦
労
す
る
の
で
九
変
化
に
対
応
し
た
最

新
の
江
一
戸
の
構
報
を
提
供
し
～
人
々
の
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
た
か
ら
。

江
戸
拡
大
き
く
発
展
し
た
、
が
九
そ
の
一
方
で
昔
の
江
戸
の
風
構
、
が
失
わ
れ
て
き
て
お

0
1
し
か
も
こ
の
額
向
は
今
後
い
っ
そ
う
強
ま
り
そ
う
な
の
で
ー
替
の
江
戸
の
様
子
を
書

き
記
す
こ
と
で
ー
苦
い
毘
構
を
後
世
ま
で
守
り
伝
え
た
い
と
考
え
た
か
ら
。

(3€01 87) 




